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研究成果の概要：英文学を学ぶ大学生が段階的な英文学の習熟を可能にするために精選した文

学史の知識、作家・作品の知識、社会文化の知識、批評方法・文学理論の知識から成る英文学

の基礎知識を構成した。この目的の達成に向けて、配列する基礎知識が標準の保証を得るよう

に、通常講義によって英文学者であれば暗黙的に共有している知識を土台とする視座を定めつ

つ、英文学を通観した概説書、網羅的な辞書の最新版を利用し、さらに批評やペダゴジーに関

する理論の研究成果を集め、基礎知識の標準化を進めてこれを e-learning の試験出題の形でデ

ジタル化して、CD-ROM に収めた。次に、基礎知識の習熟を測定する観点から、英米文学史を学

ぶ大学生が検定試験としてコンピューター実習室で受験した。これを受験する際、習熟の意欲、

英文学のイメージをアンケートの手法で尋ねてデータを集めた。これら一連の研究を評価する

ための企画審査会を開催した。 
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                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 500,000 150,000 650,000 

2008 年度 200,000 60,000 260,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 700,000 210,000 910,000 

 
研究分野：英連邦教育・文学 
科研費の分科・細目：人文社会系 人文学 文学 英米・英語圏文学 
キーワード：英文学 教育学 教育工学 e-learning 
 
１．研究開始当初の背景 

植民地統治と文学教育の関係を明らかに

するなどの英文学の文化研究が進展するに

従い、英文学の創始と発展を正確に知るには、

イギリス旧植民地を含めた英帝国・英連邦の

学び手の存在への視点が必要であることが

わかってきた。1990 年代には、大橋洋一著『新

文学入門』(1995 年、岩波書店)、川口喬一編

『文学の文化研究』（1995 年、研究社）テリ

ー・イーグルトン『文学とは何か』（翻訳 1997

年、岩波書店）に刺激を受け、英文学の読者

すなわち学び手の存在に気付かされ、同時に

日本の英文学研究教育者の眼前で実際に学

ぶ人々の存在が重要であることを知った。最
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近ではロバート・イーグルストンが『「英文

学」とは何か』（翻訳 2005 年、研究社）で文

学理論の重要性を説く中で、「自分自身と他

人について考え直す力こそが、英文学という

ものをこのようにかけがえのない学科目に

している理由の一つ」と述べている。英文学

の教育について考え続けてきた研究教育者

としては、教師としての自分自身と学び手に

ついて考え直す力とともに、学び手が学び手

自身と他者について考え直す力を獲得する

ことが、英文学を学ぶ意味を堅固にするため

の目標になると確信するに至った。 

そこで、英文学の教育について検討する中

で、まず、英文学の基礎知識をどのように構

成すればいいかというテーマに取り組む必

要を感じた。学び手がテキストの批評を行う

前段階において、この基礎知識が批評をたや

すくさせる道具になるかもしれない。この基

礎知識は、研究教育者が最小限必要なもので

あると確認した文学史の知識、作家・作品の

知識、社会文化の知識、批評方法・文学理論

の知識で編成されることになるが、習熟する

べき知識の配列について、学び手がこれらの

知識の編成をどのように認識し、習熟への動

機を持ち、実際の批評に役立てる機能性を持

つかを探究する必要がある。これにより、学

び手にとっての基礎知識の意味が明確にわ

かるのではないかと思われる。 

 

２．研究の目的 

英文学を学ぶ人々への考察を行うことで、

英文学教育学というべき領野を立ち上げ、英

文学のディシプリン全体のとしての発展を

目指す。そのために、英文学の基礎知識とい

える範囲と内容を確定し、それを検定試験と

いう形で学生に提供し、その試験の解答の状

況について、英文学教育に通暁した者によっ

て分析・検討し報告する。これまでも英文学

の教育面についての考察は多々あったが、そ

の多くがイギリス文学やアメリカ文学とい

う当該国のナショナルアイデンティティに

関わるもので、それと関わりつつも独自な視

野から、アジアに位置する日本における英文

学の教育面を考察することが重要であると

考える。その意味で、昨今アカデミズムにお

いてポストコロニアル状況を考察しそれに

基づく研究が行われることが増えてきたが、

英文学の教育面においても植民地主義的な

英文学経験を視野に収めながら、日本の学習

者にとっての英文学を学ぶ意味、これを逆か

ら考えれば日本の英文学研究者が英文学を

教育する意味を、たんなる啓蒙的理念に留ま

らず、ペダゴジカルな教育研究として明らか

にし、新たな英文学ディシプリンの構築に貢

献することが目的である。 

英文学を学ぶ人々への考察を抜きにして、

今後の英文学の研究教育を劇的に進展させ

ることは難しいという考え方のもと、学ぶ者

が段階を踏んだ英文学の習熟を可能にする

ことができるように、英文学の基礎知識を構

成し、学ぶ者がどのようにそれらに習熟して

高度な批評の段階へ進んでゆくのかを知る

ことが、本研究の全体構想であり、研究組織

にとっての大きな動因である。 
 

３．研究の方法 

標準化された基礎知識を構成するために

必要となる英文学を通観した概説書、網羅的

な辞書類、文学理論を利用した批評の成果の

収集を、研究開始後に始める。同時に、大学

における通常の英文学講義を通じて英文学

者が暗黙裡に共有する英文学の基礎を視座

として定めることを行い、これを研究組織の

研究者 4 名が、基礎知識の出題の形で明示す

る。さらに詳細に役割を明確にするならば、

研究代表者の澤田、研究分担者の長瀬、榊が



出題の形で、基礎知識を構成し、研究分担者

の青山が、後の e-learning のコンピュータ

ー支援テスティングの形にうまくおさまる

よう調整を行う。デジタル化の作業は、研究

代表者の澤田と研究分担者の青山が集中的

に行い、研究組織のある大学の試験会場のセ

ッティングと学生への案内もこの両名で行

う。試験を行うことの学生への通知ならびに

その試験準備の案内、例えば読むべき書物の

案内は、長瀬と榊が行う。 

 アンケートの質問内容の選定は研究組織 4

名で行うものの、調査方法の定型に精通した

澤田と青山が最もアンケートにふさわしい

形にするために調整を行う。学生が受験した

試験の成績データとアンケートによるデー

タをまとめる作業を澤田と青山が行う。 

 これら一連の研究を評価するための審査

会に備えて、英文学を専門とする識者を招く

会場と資料の準備を行う。この準備段階すな

わち審査会開始の 2ヶ月前までに評価者への

参加依頼を済ませる。審査会においては、こ

れまでの成果をコンピューターによるプレ

ゼンテーションによって発表できるように

する。進行と発表はともに澤田が行う。評価

者すなわち審査会長からの発言を記録する。 

 本研究課題は平成 19年度と 20 年度の 2ヵ

年計画であるため、平成 19 年度の成果を挙

げた後に、平成 20年度の研究の調整を行う。

2 年間で 4 度にわたるデジタル英文学検定試

験の作成・実施・結果分析ならびにこれらの

評価の実施を行うが、2 年目には英文学検定

試験をより原則的に標準化されたものにし

ていく過程を踏むことをまずは計画する。 

ただし検定試験の作成は、英文学の教育に

ついて長年の熟達した実践に基づくことで、

より適切なものが出来上がるという仮説の

もと、標準化を目指すことそのもの可否を考

えることになろう。 

このことは、まず英文学の教育経験の浅い

者が検定試験を作成し、それを熟達した教育

経験の有る者が修正する中で明らかにされ

るはずであり、これを本研究課題では、質の

高い実践知という観点からフロネシスと呼

ぶことにし、賢慮を伴う実践を意味するプラ

クシスにおいて発現するものであるとする。

審査会における評価に際し、「英文学のプラ

クシス（高度実践知）」および「英文学のフ

ロネシス（高度実践知形式）」と題して評価

者に供するプレゼンテーションを行うこと

につなげることを目論んでいる。 

これらプラクシスによるフロネシスの活

性化を期し、活性化された実践知が、英文学

の基礎知識の構成に際して、高度な実践的標

準化を目指すよう方向付けを行う。まず、評

価者が、検定試験を作成した英文学者と（た

とえ所属機関は異なっていても）同僚性を帯

びる熟達した英文学教育者であるという意

識を持つよう企図する。その方法は、評価者

の評価内容を踏まえて、次なる検定試験の作

成の指針を定め、実際により高水準の検定試

験を作成することである。そして、検定試験

を実施し、さらに同僚性を帯びた評価者から

評価を受け、これを無限の習慣のループとな

るようにすることである。この評価者と本課

題研究分担者との間で同僚性を帯びるため

には、英文学教育について十分な知識、方法、

技量のある熟達さを示さなければならない

ため、相互に刺激となって英文学コミュニテ

ィ全体の発展に資するというわけである。こ

こにいう熟達とは、自身の講義の内容の良し

悪しであることは当然のこととして、本研究

課題で特に重視することは、学習者の学習ス

タイルや志向を十分に把握し、それらを踏ま

えて適宜講義内容を点検することであり、こ

れらを英文学のディシプリンの枠で適切に

行うことである。そのため、検定試験の作成



と実施と結果分析に対する評価を全国レベ

ルで求めてゆく。 

本研究課題は、英文学の発展にとって重要

な学び手について実証研究として目立った

研究成果が学界にない中で、学び手にとって

の具体的な学びの道具を作り、その道具を用

いて示した結果に対する研究である点に独

創性が認められよう。その道具も、英文学の

研究教育者が共通して基礎知識と認めるこ

とができる妥当性を持つもので、研究成果が

発表された後、汎用性が認められる可能性も

ある。この場合、基礎知識を配列した試験に

汎用性があるにしても、重要と考えられるこ

とは、本研究と同じように英文学の学び手に

着目した研究教育者が、実証研究を行って成

果を発表しあう研究教育者のネットワーク

につながる可能性を有していることである。

これにより同じ関心を持つ研究教育者が増

えれば、学術研究のパラダイムが築かれるこ

とになり、英文学教育学という専門的な研究

領域が出現することになる。この領域は、文

化研究の成果から英文学教育の歴史的変遷

と歴史的な意義について知識を与えられ、現

実の英文学を学ぶ者が、これまでの英文学に

おける知性の蓄積を相続し、最近の英文学の

方法に習熟することを通して、知的発達と人

間的成長を研究教育者とともに成し遂げ、そ

の様態を研究教育者が実証し記述すること

で、成り立ち得るものである。 

  

４．研究成果 

 英文学検定試験と審査会により、大学で英

文学を学ぶ学習者が修得するべき基礎知識

をいかに構成し、その習熟のために何が必要

なのかを検討した。 

e-learning のシステムに付属するソフト

でデジタル化を施した検定試験を、コンピュ

ーター実習室にて大学 3・4 年生対象の英文

学史受講生に対し年間 2 回（2 年で 4 回）行

った。 

 

図 1 デジタル検定試験の受験用画面：解答方法も完全

にデジタル化され、その場で正解と得点がわかる。 

 

カッコ内の語として最もふさわしいものを

選び、記号で答えなさい。 

A.L. Huxley の Brave New World （『すばら

しき新世界』）は、近未来社会において、科

学技術の発展が理想社会の実現につながら

ず、科学技術の肥大化によって徹底した管

理社会の誕生をまねいた様子を描いて、理

想と実体の落差を予見している。この種の

小説を（   ）という。   

A  anti-novel  B  bildungsroman  C 

dystopian fiction D picaresque novel 

図 2 出題の例：「穴埋め」でジャンルを問うもの。ほ

かにも「並べ替え」や「組み合わせ」の出題を行った。 

 

一つの検定試験が最終的に作られるまで

の経過としては、既存の英米文学辞典・文学

概論書を参考にして原案作成した英米文学

講義非担当者のものと、英米文学史の講義を

長年担当し、講義における学生の理解を十分

に承知したものからの原案とのあいだのや

り取りをファイルに収め、基礎知識の構成が

成されるまでに作成者間で合意に至る経緯

としての記録とした。2 名の評価者に対して

その全体を評価のために提示した。その審査



会に「プラクシス（の深化）」「フロネシス

（の深化）」という名称を与えて実践知に基

づく英文学の基礎知識の構成に関わるスタ

ンスを明瞭にした。 

 

英文学非熟達教育者からの出題第 1 提案： 

「はい」か「いいえ」で答えなさい。 

『唄とソネット（Songs and Sonnets）』の

作者はジョン・ダン（John Donne）である。

（正答「はい」）  

熟達教育者からの返答： 

ダンについては、詩集の名を問うより、表

現の特徴を問うがよいかと思います。でき

たら私の問題を採用してください。 

図 3：非熟達教育者と熟達教育者の実践知の質的な違い

を表すやりとり（その 1） 

 

英文学非熟達教育者からの出題第 1 提案： 

作品名と発表の年代を組み合わせなさい。 

『カンタベリー物（The CanterburyTales）』

＝14 世紀 

『オセロー（Othello）』＝17 世紀 

熟達教育者からの返答：解答の仕方にもよ

りますが、17 世紀のごく初頭の作品につい

て、書かれた世紀を問うのは少し難しくな

いでしょうか？それから、たしかカンタベ

リー物語は、1400 年には亡くなったチョー

サーの遺稿を整理したものが世に出たので

はなかったかと思います。それに当時の本

は手書きで特定のサークル内で読まれたと

思いますので、「発表の年代」を問わない方

がよいと思います。あるいは問題全体を「書

かれた年代」にしたほうがよろしいかもし

れません。 

図 4：非熟達教育者と熟達教育者の実践知の質的な違い

を表すやりとり（その 2） 

  

図 3、4 で示されているのは、英文学の非

熟達教育者と熟達教育者による出題の質的

な違いである。非熟達者による出題の根拠は、

辞典類・基本書の権威に準拠するものである

が、熟達者は、正当性の根拠を、英文学への

深い理解のほかに、現実の大学生の学びの様

態に依拠する。驚くほどの実践知の差が見て

取れるばかりか、熟達者には範を示すリーダ

ーシップもある（図 3「できたら私の問題を

採用してください。」）。 

審査会では、基礎知識の標準化に向けた示

唆のみならず、現状以上に英文学教育者の実

践知を高める方策が示され、本研究課題の当

座の目標を超える知見が得られた。申請当

初は、審査会開催の目的を標準化に定め

ていたが、探究を進めるうちプラクシス

／フロネシスの語に示されるように、熟

達した英文学教育者による実践的知識

の検討と共有に主要な目的が変化した。 

検定試験が定着するにつれ、学生に高

得点をあげる者が増えた。これは学生の

習熟が、熟達した教育者のいる教育機関

のローカルな文脈に依存する可能性を

示している。熟達が意味を成す場を明確

に示すことができるものと思われる。 
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英文学フロネシスの深化―「英文学の基礎知

識の構成と習熟に関する研究」企画研究審査

会平成 20 年度第 2 回（会長：日本医科大学・

中村哲子）、2009 年 2 月 21 日、日本医科大学 

②澤田敬人・長瀬久子・榊正子・青山知靖、

英文学プラクシスの深化―「英文学の基礎知

識の構成と習熟に関する研究」企画研究審査

会平成 20 年度第 1 回（会長：福岡教育大学・

古賀元章）、2009 年 1 月 30 日、静岡県立大学 

③澤田敬人・長瀬久子・榊正子・青山知靖、

英文学のフロネシス―「英文学の基礎知識の

構成と習熟に関する研究」企画研究審査会平

成 19 年度第 2 回（会長：静岡大学・森野和

弥）、2008 年 1 月 30 日、静岡大学 

④澤田敬人・長瀬久子・榊正子・青山知靖、

英文学のプラクシス―「英文学の基礎知識の

構成と習熟に関する研究」企画研究審査会平

成 19 年度第 1 回（会長：福岡教育大学・古

賀元章）、2008 年 1 月 25 日、福岡教育大学 

⑤澤田敬人・青山知靖、Codifying the 

Unstructured Textual Data on University 

Students’ Needs toward Better Computer 

Use through Text Mining Methods 、

Innovative Collaboration for Edutainment 

Park 2001 International Conference for 

Media in Education、2007 年 9 月 6 日、 Hanwa 

Resort Conference Hall, Busan, Korea.  

 

〔その他〕 

①澤田敬人・長瀬久子・榊正子・青山知靖、

「CD-ROM英文学検定試験2008年度第2回(利

用ソフトウェア：株式会社キバン製クイズク

リエイター)」、2009 年 2 月 4日 

②澤田敬人・長瀬久子・榊正子・青山知靖、

「CD-ROM英文学検定試験2008年度第1回(利

用ソフトウェア：株式会社キバン製クイズク

リエイター)」、2008 年 7 月 22 日 

③澤田敬人・長瀬久子・榊正子・青山知靖、

「CD-ROM英文学検定試験2007年度第2回(利

用ソフトウェア：株式会社キバン製クイズク

リエイター)」、2008 年 2 月 3日 

④澤田敬人・長瀬久子・榊正子・青山知靖、

「CD-ROM英文学検定試験2007年度第1回(利

用ソフトウェア：株式会社キバン製クイズク

リエイター)」、2007 年 7 月 23 日 

⑤澤田敬人・長瀬久子・榊正子・青山知靖、 

あなたも英文学博士：県立大沢田准教授「教

養深めて」―パソコンで初「検定」、静岡新

聞 2007 年 7 月 24 日 
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